
来 賓 あ い さ つ来 賓 あ い さ つ

魚

北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て

新
た
な
物
流
協
力
の
た
め
の
「
日

中
韓
統
合
物
流
モ
デ
ル
」
が
進
展

し
て
い
る
。
現
在
進
行
中
の
モ
デ

ル
は
三
つ
あ
る
。
①
日
本
行
き
多

国
籍
の
統
合
集
荷
配
送
モ
デ
ル
②

Ｓ
ｅ
ａ
＆
Ｒ
ａ
ｉ
ｌ
あ
る
い
は
Ｓ

ｅ
ａ
＆
Ａ
ｉ
ｒ
の
複
合
運
送
モ
デ

ル
③
北
東
ア
ジ
ア
の
非
鉄
金
属
配

送
モ
デ
ル
だ
。
ど
の
モ
デ
ル
も
北

東
ア
ジ
ア
を
一
つ
の

市
場
と
と
ら
え
、
中

央
に
位
置
す
る
韓
国

を
拠
点
に
、
物
流
コ

ス
ト
の
削
減
や
環
境

問
題
に
貢
献
で
き
る

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

を
持
っ
て
い
る
。

物
流
モ
デ
ル
の
模
索

と
し
て
、
日
韓
両
国
の

企
業
が
多
数
進
出
し
て

い
る
渤
海
湾
や
山
東
半

島
、
揚
子
江
な
ど
の
地

域
に
お
い
て
も
研
究
開

発
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
ア
ジ
ア
に
散
在

す
る
生
産
基
地
の
効
率

良
い
在
庫
管
理
や
衛
生

管
理
と
い
っ
た
課
題
に

応
え
て
い
く
た
め
の
も

の
だ
。
こ
う
し
た
物
流
の
統
合
は

雇
用
な
ど
の
付
加
価
値
の
創
出
に

も
つ
な
が
り
、
経
済
共
同
体
の
礎

に
も
な
る
。

周

中
国
の
製
造
業
の
成
長

は
著
し
い
が
、
物
流
業
界
は
国
内

の
需
要
さ
え
も
ま
だ
満
た
し
て
お

ら
ず
、
国
際
競
争
に
進
出
す
る
段

階
で
は
な
い
。
中
国
で
大
部
分
の

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
の
は
欧
米

の
物
流
企
業
だ
。
日
韓
の
物
流
企

業
に
お
い
て
も
、
中
国
国
内
で
の

浸
透
率
は
か
な
り
低
く
、
三
国
の

物
流
業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
急

務
だ
。
か
つ
て
製
造
業
の
分
野
で

成
功
し
た
よ
う
に
、
三
国
が
手
を

取
り
合
い
業
界
の
構
造
改
革
を
成

し
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ

し
て
、
北
東
ア
ジ
ア
独
自
の
巨
大

な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
産
業
を
築
き

上
げ
、
そ
の
舞
台
で
メ
ー
ン
プ
レ

ー
ヤ
ー
（
主
役
）
と
な
り
う
る
巨

大
企
業
を
誕
生
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

水
上

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
、
世
の
中
の
無
駄
や
ロ
ス
を
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
し
て
い
く
こ
と
が

物
流
の
役
割
。

商
品
の
製
造
分
業
が
国
際
的
な

流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア

各
国
に
広
が
る
生
産
地
か
ら
日
本

に
商
品
が
届
く
ま
で
の
間
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
寸
断
さ
れ
、
時
間

的
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
う

し
た
問
題
の
解
決
に
は
、
情
報
の

一
元
管
理
シ
ス
テ
ム
が
重
要
だ
。

需
要
予
測
を
し

な
が
ら
、
ダ
ウ

ン
ス
ト
リ
ー
ム

の
消
費
に
応
じ

て
商
品
を
供
給

す
る
Ｄ
Ｃ
Ｍ

（
デ
マ
ン
ド
チ

ェ
ー
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ド

タ
イ
ム
や
在
庫
の
削
減
、
廃
棄
や

値
引
き
な
ど
無
駄
な
ロ
ス
を
省
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
井
物
産
で
は
、
釜
山
に
Ｍ
Ｃ

Ｃ
（
マ
ル
チ
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
コ

ン
ソ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
セ

ン
タ
ー
を
作
り
、
複
数
の
産
地
国

か
ら
の
荷
物
を
集
中
さ
せ
、
組
み

合
わ
せ
て
か
ら
日
本
へ
と
輸
出
さ

せ
て
い
る
。
い
か
に
効
率
良
く
回

転
頻
度
を
上
げ

て
在
庫
を
減
ら

し
て
い
く
か
。

物
流
費
の
削
減

に
と
ど
ま
ら

ず
、
経
営
の
大

幅
な
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
が

る
。小

林

ア
ジ
ア
経
済
が
目
覚

ま
し
く
発
展
す
る
中
、
当
社
で
は

十
二
諢
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し
た
海

外
と
の
一
貫
輸
送
を
開
始
し
た
。

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や
フ
ェ
リ
ー
あ
る
い

は
コ
ン
テ
ナ
船
と
鉄
道
を
組
み
合

わ
せ
た
「
Ｓ
ｅ
ａ
＆
Ｒ
ａ
ｉ
ｌ
」

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
た
。
十
二
諢

コ
ン
テ
ナ
で
、
日
本
各
地
か
ら
海

外
に
向
け
て
小
ロ
ッ
ト
で
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の

輸
送
が
可
能
に

な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
港
湾

な
ど
で
の
積
み

替
え
や
コ
ン
テ

ナ
ヤ
ー
ド
か
ら

の
出
し
入
れ
に

よ
る
滞
留
も
解
消
す
る
な
ど
コ
ス

ト
と
時
間
の
大
幅
カ
ッ
ト
に
成

功
。
例
え
ば
、
上
海
ス
ー
パ
ー
エ

ク
ス
プ
レ
ス
号
に
よ
る
一
貫
輸
送

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
速
度
、
定
時
性
、

フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
の
面
で
優
れ

た
輸
送
が
可
能
と
な
り
、
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
独
自
に
開
発
し

た
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
す
れ

ば
、
十
二
諢
コ
ン
テ
ナ
三
個
を
束

ね
て
、
直
接
コ
ン
テ
ナ
船
へ
の
積

載
も
可
能
だ
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
船
と
鉄
道

と
の
組
み
合
わ
せ
は
環
境
面
か
ら

も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

原

日
本
向
け
の
貨
物
を
釜

山
や
光
陽
港
な
ど
に
集
約
し
て
日

本
各
地
へ
輸
送
す
れ
ば
、
効
率
的

に
輸
送
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
。

特
に
国
内
物
流
の
小
口
化
に
韓
国

を
経
由
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
広
く
認

知
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
韓

国
を
単
な
る
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
（
コ

ン
テ
ナ
貨
物
の
積
み
替
え
）
だ
け

で
は
な
く
、
生
産
の
最
終
工
程
や

組
み
立
て
な
ど
の
拠
点
と
し
て
利

用
し
た
い
と
考
え
る
日
本
企
業
も

多
い
。
特
に
中
小
物
流
企
業
の
釜

山
港
利
用
へ
の
期
待
と
ニ
ー
ズ
は

高
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
る
よ
う
な
韓
国
の
物
流
事
業
者

を
探
し
て
い
る
企
業
も
多
い
。
海

外
の
物
流
フ
ァ
ン
ド
で
は
韓
国
へ

の
投
資
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。

現
実
の
取
り
組
み
と
し
て
は
ま
だ

手
探
り
状
態
で
あ
り
、
あ
と
は
こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
実

現
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。
今
年

十
二
月
に
開
港
す
る
釜
山
新
港
の

自
由
貿
易
地
域
で
日
韓
合
弁
物
流

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

動
き
は
今
後
の
物
流
効
率
化
の
モ

デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

広 告
―北東アジア経済圏における物流戦略の再構築―

現在  現 在  未 来  未 来  
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生産地 

日本の中心 
港湾 
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生産地 
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港湾 
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港湾 

日本西岸の 
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新潟 

舞鶴 
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東京 

神戸 名古屋 

広島 

JR貨物代表取締役専務

小林 正明氏

大韓民国海洋水産部
東北亜企画団誘致チーム長

魚 在 氏

情
報
の
一
元
管
理
で
ロ
ス
・
無
駄
を
排
除

水
上

氏

小
林
氏

船
と
鉄
道
の
海
外
一
貫
輸
送
に
多
彩
な
メ
リ
ッ
ト

日
中
韓
物
流
協
力
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
進
展
魚
氏

北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
経
済
統

合
へ
の
動
き
の
中
で
、
日
中
韓
三
国
の

物
流
協
力
体
制
の
構
築
が
急
務
だ
。

三
国
間
の

物
流
は
、
現

在
の
競
争
の

関
係
か
ら
競

争
と
協
力
を
行
う
関
係
、
誘
致
と
争
奪

か
ら
役
割
分
担
へ
、
独
自
生
存
か
ら
相

互
共
存
の
関
係
へ
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
三
国
間
が
協
力

的
な
関
係
を
構
築
で
き
れ
ば
、
企
業
間

の
物
流
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
が
可
能

に
な
り
、
港
湾
施
設
拡
充
の
た
め
の
過

当
競
争
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
長
期

的
に
見
れ
ば
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
を
実
現
す
る
基
盤
と
な
り
、
北
東

ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
結
成
へ
と
進
む
出

発
点
と
な
る
は
ず
だ
。

そ
こ
で
大
韓
民
国
海
洋
水
産
部
で
は
、

日
中
韓
三
国
が
利
用
で
き
る
「
国
際
物

流
協
力
モ
デ
ル
」
を
開
発
し
た
。
韓
国

の
港
湾
は
北
東
ア
ジ
ア
の
真
ん
中
に
位

置
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
度
に
発
達
し

た
フ
ィ
ー
ダ
ー
（
支
線
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
備
え
て
い
る
。
こ
れ
を
日
本
が
活

用
で
き
れ
ば
、
全
世
界
で
生
産
さ
れ
た

貨
物
を
韓
国
で
集
約
し
て
日
本
各
地
へ

配
送
で
き
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
、
あ
る

日
本
の
多
国
籍
タ
イ
ヤ
会
社
の
年
間
物

流
コ
ス
ト
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
一

二
・
四
％
を
削
減
で
き
た
。

さ
ら
に
私
た
ち
は
「
日
中
韓
国
際
物

流
共
同
協
議
体
」
の
設
置
を
提
案
し
た

い
。
政
府
と
民

間
が
一
堂
に
集

ま
り
、
物
流
に

か
か
わ
る
幅
広

い
問
題
を
議
論
し
、
情
報
交
換
で
き
る

場
だ
。
物
流
で
の
協
力
に
よ
り
、
北
東

ア
ジ
ア
が
共
同
繁
栄
で
き
る
時
代
へ
と

確
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。

大韓民国海洋水産部長官

呉 巨敦氏

三
国
の
物
流
協
力
体
制
を
よ
り
強
力
に

東
ア
ジ
ア
全
体
に
わ
た
っ
て
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
結
ぶ
動
き
が
本
格
化
し
て

い
る
。
日
本
は
二
○
○
二
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
の
締
結
を
皮
切
り
に
、
○
四
年
に
メ
キ

シ
コ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
は
合

意
、
タ
イ
と
も
○
五
年
に
合
意
、
当
初
計
画

で
合
意
に
至
ら
な
い
の
は
韓
国
だ
け
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
全
体
と

の
交
渉
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
○
六
年
か

ら
関
税
引
き
下
げ
を
柱
に
し
た
協
定
に
す
で

に
合
意
し
た
。
韓
国
は
○
三
年
に
南
米
チ
リ

と
締
結
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
欧
州
自
由
貿
易
連
合
）と
は
合
意
し
、
日
本
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
と
の
交
渉
に
入
っ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
で
は
通
貨
危
機
後
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
＋
３
、
つ
ま
り

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日

本
、
韓
国
、
中
国

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
つ
く

り
、
連
携
を
深
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発

だ
が
、
具
体
的
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
と
の
整
合
性
な
ど
課
題
は
多
い
。
と
り

わ
け
行
政
的
な
枠
組
み
を
優
先
す
る
日
本
型

と
、
強
い
政
治
的
意
思
で
実
利
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
す
る
中
国
型
と
、
実
際
に
は
か
な
り

異
な
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
方
式
が
併
存
し
て
い
る
。

も
と
も
と
東
ア
ジ
ア
は
政
治
経
済
体
制
や

発
展
段
階
、
こ
れ
ら
を
反
映
し
た
国
際
機
構

上
の
地
位
、
産
業
構
造
な
ど
非
常
に
多
様
性

を
持
つ
国
が
集
ま
っ
て
い
る
。
制
度
的
な
能

力
や
地
域
間
格
差
と
い
っ
た
国
内
問
題
を
抱

え
て
い
る
国
が
多
く
、
日
中
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
問
題
と
い
っ
た
政
治
的
懸
案
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
成

長
し
て
い
る
の
も
こ
の
東
ア
ジ
ア
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

東
ア
ジ
ア
に
は
独
自
の
成
長
構
造
が
あ
る
。

巨
額
の
外
国
人
直
接
投
資
が
産
業
基
盤
形
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
貿
易
と
ダ
イ
レ

ク
ト
に
結
び
付
い
て
お
り
、
直
接
投
資
は
ア

メ
リ
カ
な
ど
域
外
か
ら
の
も
の
も
多
い
こ
と

だ
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
多
国
籍
企
業
の

み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
で
地
場
中
小
企

業
の
投
資
が
非
常
に
活
発
な
こ
と
で
あ
る
。

日
系
企
業
の
現
地
調
達
率
が
急
速
に
増
加
、

産
業
集
積
が
進
ん
で
い
る
の
は
そ
の
証
左
だ
。

従
っ
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
成
功
す
る
た
め
に
は
独

自
の
条
件
に
あ
っ
た
内

容
を
包
含
し
、「
制
度

化
」
に
よ
っ
て
域
外
に

対
し
て
も
明
示
性
、
透

明
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

観
点
か
ら
、
外
国
企
業

を
内
国
民
と
し
て
扱
う

と
い
っ
た
よ
う
な
高
い

レ
ベ
ル
の
投
資
協
定

や
、
産
業
集
積
を
促
進

す
る
技
術
者
お
よ
び
各
種
専
門
家
の
滞
在
要

件
緩
和
、
知
的
財
産
権
問
題
な
ど
が
貿
易
の

自
由
化
と
セ
ッ
ト
で
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
ま
た
自
由
貿
易
協
定
と
は
直
接

に
は
関
係
な
い
よ
う
で
も
、
人
口
稠
密
（
ち

ゅ
う
み
つ
）
で
人
口
当
た
り
の
資
源
に
乏
し

い
こ
と
か
ら
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
感
染

症
な
ど
の
機
能
別
の
協
力
体
制
も
欠
か
せ
な

い
。と

り
わ
け
、
幅
広
い
規
制
緩
和
や
域
内
協

力
を
必
要
と
す
る
物
流
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
実
質

的
に
進
め
る
重
要
な
機
能
を
担
う
。
東
ア
ジ

ア
で
は
域
内
の
物
流
の
非
効
率
性
が
市
場
統

合
を
阻
害
し
て
い
る
面
が
あ
る
か
ら
だ
。
物

流
の
改
善
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
の
変
化
に
よ
っ
て
産
業

集
積
を
促
進
し
、
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
る

中
小
企
業
の
直
接
投
資
を
活
性
化
す
る
こ
と

に
資
す
る
。
特
に
中
国
な
ど
、
国
内
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
が
未
熟
な
国
の
国
内
物
流
が
整

備
さ
れ
れ
ば
無
理
な
輸
出
依
存
が
軽
減
さ
れ
、

か
つ
域
内
市
場
全
体
も
活
性
化
さ
れ
る
は
ず

だ
。
物
流
に
は
ど
の
国
も
多
く
の
規
制
が
あ

り
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
一
端
と
し
て
外
圧
を
お

互
い
に
掛
け
合
い
、
効
率
化
を
促
す
必
要
も

あ
る
。

日
中
韓
そ
れ
ぞ
れ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
少
し
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
が
、
今
後
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電

子
デ
ー
タ
交
換
）
の
採
用
な
ど
に
よ
っ
て
通

関
手
続
き
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
、
検
疫
や
基

準
認
証
の
問
題
な
ど
も
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
中

国
を
中
心
に
物
流
が
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

こ
こ
で
東
ア
ジ
ア
の
物
流
改
革
の
方
向
性

や
課
題
、
日
本
の
役
割
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

現
在
中
国
の
上
海
や
韓
国
の
釜
山
な
ど
で
は

大
規
模
な
拡
張
計
画
が
進
み
、
ま
さ
に
ハ
ブ

競
争
と
い
え
る
も
の
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
「
ハ
コ
モ
ノ
競
争
」
の
側
面
が
強
く
、

通
関
手
続
き
の
シ
ン
グ
ル
ウ
イ
ン
ド
ー
化
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
ソ
フ
ト
面
は
追
い
つ

い
て
い
な
い
。
物
流
か
ら
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
成
功
さ

せ
る
に
は
、
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に

Ｅ
Ｄ
Ｉ
な
ど
の
ソ
フ
ト
整
備
が
急
務
だ
。
た

だ
し
、
東
ア
ジ
ア
で
は
先
進
国
の
よ
う
に
民

間
が
作
っ
た
ネ
ッ
ト
が
乱
立
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
あ
る
意
味
、
政
府
主
導
で
一
挙

に
や
れ
ば
ネ
ッ
ト
化
は
そ
れ
な
り
に
進
む
可

能
性
が
あ
る
。
後
は
こ
れ
ら
を
域
内
で
つ
な

ぐ
作
業
だ
。

そ
う
し
た
中
で
、
日
本

は
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
効
率
化
に
よ

る
自
身
の
港
湾
関
係
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク

管
理
を
徹
底
さ
せ
、
環
境
の
整
わ
な
い
国
を

技
術
面
、
人
材
面
で
支
援
す
る
な
ど
、
む
し

ろ
ソ
フ
ト
面
か
ら
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
総
合
産
業
で
あ
る
物

流
は
ミ
ニ
Ｆ
Ｔ
Ａ
的
な
側
面
を
持
つ
。
官
民

の
協
力
と
努
力
で
各
国
の
効
率
を
改
善
す
る

と
同
時
に
、
域
内
の
信
頼
関
係
を
深
め
な
が

ら
、
全
体
と
し
て
地
域
固
有
の
優
位
性
を
生

か
す
こ
と
が
重
要
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
―
中
国

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
実
質
的
に
進
展
す
る
一
方
で
日

本
が
落
伍
（
ら
く
ご
）
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
は
対
応
で
き
て
も
、

日
本
自
身
の
産
業
空
洞
化
を
招
き
か
ね
な
い
。

東
ア
ジ
ア
の
成
長
力
を
自
ら
に
取
り
込
む
べ

く
、
官
民
一
体
で
戦
略
的
か
つ
ス
ピ
ー
ド
あ

る
対
応
が
必
要
だ
。

官
民
の
協
力
と
努
力
で
、
地
域
固
有
の
優
位
性
発
揮

東京大学大学院総合文化研究科
教養学部教授

深川 由起子氏

嚇烙

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
最
適
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
視
さ

れ
る
中
、「
日
韓
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
に
お
け
る
物
流

戦
略
の
再
構
築
―
」（
主
催：

日
本
経
済
新
聞
社
　
後
援：

大
韓
民
国
海
洋
水
産
部
、
駐
日

大
韓
民
国
大
使
館
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
、
国
土
交
通
省
　
協
力：

三
井
物
産
戦
略
研
究

所
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
Ｊ
＆
Ｋ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
が
七
月
十
三
日
、
東
京
・
大
手
町
の
日
経

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
国
際
物
流
の
効
率
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
、
小
口
化
に
対
応
す
る
輸

送
形
態
の
可
能
性
や
日
中
韓
を
つ
な
ぐ
物
流
の
拠
点
と
し
て
韓
国
港
湾
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。（
役
職
名
は
開
催
日
当
日
の
も
の
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

―
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
に
お
け
る
物
流
革
命
―

オ ゴドン

ウオ　ジェヒョク

三井物産戦略研究所
社長

水上 博一氏

―
―
北
東
ア
ジ
ア
の
中
央

に
お
い
て
、ハ
ブ
的
機
能
を
強

化
す
る
韓
国
は
物
流
関
係
者
の

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

韓
国
の
位
置
付
け
や
活
用
法
を

ど
う
と
ら
え
る
か
。

講 演 蠢
東アジアＦＴＡのダイナミズムと物流革命
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